
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 ４月２７日（木）１８：００より中央公民館で行なわれました、平成１８年度尾駮スポーツ少年団の総会に出席く

ださいまして、ありがとうございました。 

 本団は、団員のためのスポーツ少年団を目指し活動していくために共通理解を図り、指導者や育成母集団で子ども

達を育んでいければと思っております。 

今総会では、役員の紹介や指導者の紹介をはじめ、育成アドバイザーから 

スポーツ少年団の概念や意義等を聞き、これから尾駮スポーツ少年団の進む 

方向性が少しなりとも見えてきたと思います。勝ち負けだけにかたよらない 

スポーツ活動を通して、団員の健全育成や育成母集団内での交流等、みんな 

で協力していければと思っております。 

これからもスポ少の活動をよろしくお願い致します。 
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育成母集団 

 ４月２９日（土）に小学４年から中学３年を対

象に「スポーツ少年団とは何か」を学習しました。

４年生以上はこれから団員として自主性、協調

性、リーダー性など身につけていくことになりま

す。 
 団員をサポートしていくためにも、育成母集団

の役割はとても大事になってきます。 
 小学４年生以上で参加してくれた団員は１５

名。これから、団活動していことでそれぞれがス

ポーツを通していろいろな事を感じていって欲

しいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑真剣に取り組む４年生以上の団員達

 ５月２１日（日）東北町で行なわれた、全国小学生陸上競技交流

大会青森県選手選考会上十三地区予選会は、戸鎖スポーツ少年団と

尾駮スポーツ少年団の連合で六ヶ所村スポーツ少年団として１４名

が参加をしました。いろいろな種目で活躍をしました。結果は、次

の通りです。 
（結果）尾駮スポーツ少年団の団員のみ 
６年女子１００ｍ走 第６位 木 村 美紗妃さん 
６年男子１００ｍ走 第７位 谷 地 大 輝君 
５年男子１００ｍ走 第３位 赤 石 晃 介君 
女子４×１００ｍＲ 第 １ 位 
第一走者 和 田 悠 花さん  
第二走者 能 登 杏 奈さん 
第三走者 木 村 美 優さん 
第四走者 秋 戸 摩利亜さん 
友好参加予定 川 原 莉 穂さん 

 
上記の団員は６月１１日（日）行なわれる県大会に出場します。

場所は弘前市です。更なる飛躍に期待します。 

 
 
 
 
 
 
 
↑６年１００ｍ決勝の大輝君  ↑女子リレー決勝 

第四走者の摩利亜さん 

 
 
 
 
 
 
 

【編集後記】 
『好きこそ ものの 上手なれ』

 スポーツの世界において勝ち負けは絶対です。

しかし、そのスポーツが好きでないと何も楽しく

はありません。まず、その運動の楽しさややり遂

げた時の達成感などで、スポーツが好きになって

いくと考えることができるでしょう。 
 学習会でも「楽しさレベル」の話がありました。

「楽しい」という事にも違いがありました。これ

から団員達の求める「楽しさレベル」はどのよう

に進歩していくのか楽しみです。 
「好きこそ ものの 上手なれ!!」です。 


